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Future of Power Electronics and the Earth

Working Together for a Greener Society

SARS01／SARS05
スナバ用補助スイッチダイオード
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01. はじめに

そこで登場するのがサンケン電気の
『SARS01／SARS05』
これらの課題を解決します。

エアコン 冷蔵庫 産業機器 アダプタ

これらのアプリケーションで使用するフライバック型スイッチング電源の
クロスレギュレーションを改善したい
効率を向上したい
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02. 概要

SARS01／05は、スナバ用補助スイッチダイオードです。フライバック型スイッチング電源の
一次側クランプスナバ回路に使用します。
SARS01／05を使用したスイッチング電源は、従来よりもターンオフ時に発生するリンギング電圧
が低減するため、多出力電源のクロスレギュレーションを改善します。
また、SARS01／05を使用することで、リンギングのエネルギを有効に活用し、電源効率を向上
します。
主な特長

概要

 多出力電源の
クロスレギュレーション改善

 ノイズ低減
 効率向上

応用回路例
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Ctrl

AC/DC converter IC（STR6A100xV/xVDシリーズ）

SARS01/05

クランプスナバ回路
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03. クランプスナバ回路（FRDを使用した場合の動作）

一般的な高速整流ダイオード（FRD）を使用したクランプスナバ回路の動作を説明します。

① パワーMOSFETのターンオフ時のサージ電圧は、
サージ電圧吸収ループでコンデンサCS を充電します。

② CS に充電されたエネルギは、エネルギ放電ループの
抵抗RS1 で消費されます。

👎👎ポイント

 ターンオフ時に発生するサージ電圧とリンギングは、
多出力電源のクロスレギュレーションが低下する
原因となります。

 ②で消費されたエネルギはすべて損失となり、
RS1 の温度が上昇する原因となります。

FRDを使用したクランプスナバ回路

CS

ID

VDS
Ctrl

RS1

DFRD

①サージ電圧
吸収ループ

②エネルギ放電ループ
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04. クランプスナバ回路（SARSを使用した場合の動作）

SARS01／05を使用したクランプスナバ回路の動作を説明します。

① パワーMOSFETのターンオフ時のサージ電圧は、
サージ電圧吸収ループでコンデンサCS を充電します。

② SARS01／05は逆方向回復時間trr が長いため、CS に充電
されたエネルギは、CS の両端電圧がフライバック電圧と等しくな
るまで、サージ電圧の吸収ループと逆方向に放電します。
このエネルギは損失にならず、2次側に伝達されます。

SARS01／05を使用したクランプスナバ回路

👍👍ポイント

CS

ID

VDS
Ctrl

RS1

RS2

SARS01/05

①サージ電圧
吸収ループ

②エネルギ放電ループ

 エネルギを2次側に伝達できるため、
電源効率が向上します。

 サージ電圧が抑制され、リンギングの収束が早いため、
多出力電源のクロスレギュレーションが向上します。

 RS1 での損失が低減するため、抵抗値を大きくできます
（小型の抵抗が使用可能）。
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05. クランプスナバ回路（動作波形の比較）

一般的なFRDを使用したクランプスナバ回路と、
SARS01／05を使用したクランプスナバ回路の動作波形を比較します。

SARS01／05を使用した回路
はリンギングを抑制していることが
確認できます。

SARS01／05を使用した
クランプスナバ回路の動作波形

FRDを使用した
クランプスナバ回路の動作波形

拡大 拡大

VDS ID VDS ID

👍👍ポイント
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06. クロスレギュレーションの比較
クランプスナバ回路にFRDを使用した電源回路と、
クランプスナバ回路にSARS01／05を使用した電源回路のクロスレギュレーションを比較します。

SARS01／05を使用した電源回路の方が、
クロスレギュレーションが良いことが確認できます。

SARS01／05：クロスレギュレーション（ 12V/16V ）FRD：クロスレギュレーション（ 12V/16V ）
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07. 効率の比較
クランプスナバ回路にFRDを使用した電源回路と、
クランプスナバ回路にSARS01／05を使用した電源回路の効率を比較します。

SARS01／05を使用した電源回路の方が、
スイッチング損失が少なく、効率が良いことが確認できます。
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08. SARS01／SARS05 電気的特性

製品名 IF(AV) VF (Max.) VRSM trr (Max.） パッケージ 用途

SARS01 1.2 A 0.92 V 800 V 18 μs Axial
（リード挿入型） 中型～大型電源向き

SARS05 1.0 A 1.05 V 800 V 19 μs SJP
（面実装型） 小型～中型電源向き

SARS01／05の電気的特性を紹介します。
2種類のパッケージを用意しており、用途に合わせて選択できます。
電気的特性

パッケージ
 SARS01

Axial (φ2.7 × 5.0L / φ0.6)
 SARS05

SJP (4.5 mm × 2.6 mm)
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注意書き
 本書に記載している製品（以下、「本製品」という）のデータ、図、
表、およびその他の情報（以下、「本情報」という）は、本書発行
時点のものです。本情報は、改良などで予告なく変更することがあ
ります。本製品を使用する際は、本情報が最新であることを弊社販
売窓口に確認してください。

 本製品は、一般電子機器（家電製品、事務機器、通信端末機器、計
測機器など）の部品に使用されることを意図しております。本製品
を使用する際は、納入仕様書に署名または記名押印のうえ、返却を
お願いします。高い信頼性が要求される装置（輸送機器とその制御
装置、交通信号制御装置、防災装置、防犯装置、各種安全装置な
ど）に本製品を使用することを検討する際は、必ず事前にその使用
の適否について弊社販売窓口へ相談いただき、納入仕様書に署名ま
たは記名押印のうえ、返却をお願いします。本製品は、極めて高い
信頼性が要求される機器または装置（航空宇宙機器、原子力制御、
その故障や誤動作が生命や人体に危害を及ぼす恐れのある医療機器
（日本における法令でクラスⅢ以上）など）（以下「特定用途」と
いう）に使用されることは意図されておりません。特定用途に本製
品を使用したことでお客様または第三者に生じた損害などに関して、
弊社は一切その責任を負いません。

 本製品を使用するにあたり、本製品に他の製品や部材を組み合わせ
る際、あるいはこれらの製品に物理的、化学的、その他の何らかの
加工や処理を施す際は、使用者の責任においてそのリスクを必ず検
討したうえで行ってください。

 弊社は、品質や信頼性の向上に努めていますが、半導体製品は、あ
る確率で欠陥や故障が発生することは避けられません。本製品が故
障し、その結果として人身事故、火災事故、社会的な損害などが発
生しないように、故障発生率やディレーティングなどを考慮したう
えで、使用者の責任において、本製品が使用される装置やシステム
上で、十分な安全設計および確認を含む予防措置を必ず行ってくだ
さい。ディレーティングについては、納入仕様書および弊社ホーム
ページを参照してください。

 本製品は、耐放射線設計をしておりません。

 本書に記載している回路定数、動作例、回路例、パターンレイアウ
ト例、設計例、推奨例、本書に記載しているすべての情報、および
これらに基づく評価結果などは、使用上の参考として示したもので
す。

 本情報に起因する使用者または第三者のいかなる損害、および使用
者または第三者の知的財産権を含む財産権とその他一切の権利の侵
害問題について、弊社は一切その責任を負いません。

 本情報を、文書による弊社の承諾なしに転記や複製をすることを禁
じます。

 本情報について、弊社の所有する知的財産権およびその他の権利の
実施、使用または利用を許諾するものではありません。

 使用者と弊社との間で別途文書による合意がない限り、弊社は、本
製品の品質（商品性、および特定目的または特別環境に対する適合
性を含む）ならびに本情報（正確性、有用性、および信頼性を含
む）について、明示的か黙示的かを問わず、いかなる保証もしてお
りません。

 本製品を使用する際は、特定の物質の含有や使用を規制するRoHS
指令など、適用される可能性がある環境関連法令を十分に調査した
うえで、当該法令に適合するように使用してください。

 本製品および本情報を、大量破壊兵器の開発を含む軍事用途やその
他軍事利用の目的で使用しないでください。また、本製品および本
情報を輸出または非居住者などに提供する際は、「米国輸出管理規
則」や「外国為替及び外国貿易法」など、各国で適用される輸出管
理法令などを遵守してください。

 弊社物流網以外における本製品の落下などの輸送中のトラブルにつ
いて、弊社は一切その責任を負いません。

 本書は、正確を期すために慎重に製作したものですが、本書に誤り
がないことを保証するものではありません。万一、本情報の誤りや
欠落に起因して、使用者に損害が生じた場合においても、弊社は一
切その責任を負いません。

 本製品を使用する際の一般的な使用上の注意は弊社ホームページを、
特に注意する内容は納入仕様書を参照してください。

 本書で使用されている個々の商標、商号に関する権利は、弊社を含
むその他の原権利者に帰属します。

DSGN-CJZ-16003
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